
　　　会社法第435条第2項の規定に基づく計算書類

   　　（ 第 7 8 期 ）

　　　　　　　平成30年 4月  1日から

　貸  借  対  照  表

　損  益  計  算  書

　株主資本等変動計算書

　個  別  注  記  表

　　　　　　　平成31年 3月 31日まで

　三　 京　 証　 券 　株 　式 　会 　社



（単位:千円）

金    額 金    額
4,152,065 3,290,497

777,949 695,294
365,124 687,716
290,000 7,578
75,124 167,100
36,084 2,259,109
36,084 6,479
2,017 154,053

700,926 4,362
692,806 4,097

8,120
3,763

2,237,252
4,294

14,279
10,221
5,681

△ 5,529

30
30

37,138 1,920
3,966 1,920

981
2,985

18,677
18,677
14,494
4,311
1,964
6,114
1,105
8,943 3,292,448

△ 7,943
金    額

896,685
503,720

1,262,769
303,720
959,049

△ 869,804
△ 869,804
△ 869,804

68
68

896,754

4,189,203 4,189,203

(注）千円単位未満の端数は切捨てのうえ表示しております。
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約定見返勘定

信用取引貸付金

未収消費税等

商品有価証券等

その他の預託金
顧客分別金信託

その他投資等

固 定 資 産

長期差入保証金
出資金

立替金

ソフトウェア

長期前払費用

特 別 法 上 の 準 備 金
金融商品取引責任準備金

無形固定資産

流 動 負 債

信用取引借入金

賞与引当金

未払金

信用取引負債

預り金

未払費用

信用取引貸証券受入金

受入保証金

流 動 資 産

建物

投資その他の資産

預託金

投資有価証券

器具備品

未収入金

信用取引借証券担保金

短期差入保証金

利益剰余金

第78期  貸 借 対 照 表
（平成31年3月31日現在）

資  産  の  部

科    目

負  債  の  部

科    目

貸倒引当金

現金･預金

資 産 合 計 負 債 ･ 純 資 産 合 計

純 資 産 合 計

その他利益剰余金

評 価 ・ 換 算 差 額 等
その他有価証券評価差額金

   繰越利益剰余金

資本金
資本剰余金

資本準備金

株 主 資 本

その他資本剰余金

固 定 負 債

負 債 合 計

科    目

繰延税金負債

純　資　産　の　部

ﾄﾚｰﾃﾞｨﾝｸﾞ商品

信用取引資産
未払法人税等

未収収益

前払費用

貸倒引当金

有形固定資産



（単位:千円）

1,062,464

776,945

228,991

36,157

20,370

5,891

1,056,572

1,056,278

293

5,221

256

360

171

4,433

68

5,446

686

686

6,132

1,103

5,029

(注）千円単位未満の端数は切捨てのうえ表示しております。

2

受 入 手 数 料

ト レ ー デ ィ ン グ 損 益

金 融 収 益

そ の 他 の 営 業 収 益

営 業 利 益

科    目

金 融 費 用

営 業 収 益

当 期 純 利 益

第78期 　損 益 計 算 書

金    額

経 常 利 益

平成30年 4月 1日から
平成31年 3月31日まで

特 別 利 益

純 営 業 収 益

営 業 外 費 用

販 売 費 ･ 一 般 管 理 費

金融商品取引責任準備金戻入

受 取 配 当 金

貸 倒 引 当 金 戻 入

営 業 外 収 益

為 替 差 益

そ の 他

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税



その他利益剰余金

当期首残高 503,720 303,720 959,049 1,262,769 △ 874,833 △ 874,833 891,656
当期変動額

当期純利益 5,029 5,029 5,029
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 - - - - 5,029 5,029 5,029

当期末残高 503,720 303,720 959,049 1,262,769 △ 869,804 △ 869,804 896,685

当期首残高 143 143 891,799
当期変動額

当期純利益 5,029
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△ 74 △ 74 △ 74

当期変動額合計 △ 74 △ 74 4,954

当期末残高 68 68 896,754

     (注）千円単位未満の端数は切捨てのうえ表示しております。
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資   本
剰余金
合　 計

利益剰余金

その他
有価証券

評価差額金

評価・換算差額金等

その他資本
剰余金

純資産合計評価・換算
差額等合計

資本準備金

株主資本等変動計算書
（平成30年4月1日　～　平成31年3月31日）

資本金

株主資本

繰越利益
剰余金

利 　益
剰余金
合　 計

（単位：千円）

株　主
資　本
合　計

資本剰余金



           個　　別　　注　　記　　表　

当社の計算書類は、｢会社計算規則｣（平成１8年法務省令第13号)の規定ほか、｢金融商品取引業等

に関する内閣府令(平成19年内閣府令第52条）、及び｢有価証券関連業経理の統一に関する規則｣

（昭和49年11月14日付日本証券業協会理事会決議）に準拠して作成しております。

　　なお、記載金額は､千円未満を切り捨てて表示しております。

｢重要な会計方針に係る事項に関する注記｣

１．トレーディングに関する有価証券等(トレーディング商品)の評価基準及び評価方法

　　　①商品有価証券等(売買目的有価証券）は、時価法を採用しております。(売却原価は主として

　　　　　移動平均法により算定しております。）

　　　②デリバティブ取引は､時価法を採用しております。

２．トレーディング関連以外の有価証券等の評価基準及び評価方法

　　　その他有価証券

　　　①時価のあるもの

　　　　　決算日の市場価格等に基づく時価法を採用しております。(評価差額は全部純資産直入法に

　　　　　より処理し､売却原価は主として移動平均法により算定しております。）

　　　②時価のないもの

　　　　　主として移動平均法による原価法を採用しております。

３．固定資産の減価償却の方法

　　　①有形固定資産の減価償却方法は､定率法を採用しております。

           但し、平成28年4月1日以降に取得した建物附属設備及び構築物については

　　　　  定額法を採用しております。

　　　②無形固定資産の減価償却方法は､定額法を採用しております。

４．引当金の計上基準

　　　①賞与引当金は、従業員に支給する賞与の支出に充てるため支給見込額を計上しております。

　　　②貸倒引当金は、貸付金等の貸倒損失に備えるため､一般債権については貸倒実績率により、

　　　　　貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し､回収不能見込額を

　　　　　計上しております。

５．金融商品取引責任準備金は、証券事故による損失に備えるため、金融商品取引法第46条の5及び

　　金融商品取引業に関する内閣府令第175条に定めるところにより算出した額を計上しております。　

６．消費税等については､税抜処理を採用しております。

7．連結納税制度の摘用

　　岡藤ホールディングス株式会社を連結納税親会社とする連結納税主体の連結納税子会社として、

　　連結納税制度を摘用しております。　
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｢貸借対照表に関する注記」

１．有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    9,775千円

２．担保に供している資産

　　　①担保として差入をした有価証券及び差入を受けた有価証券の時価額

　　　　　担保として差入れた有価証券の時価額

　　　　　　　信用取引借入金の本担保証券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   413,775千円

　　　　　担保として差入を受けた有価証券の時価額

　　　　　　　信用取引貸付金の本担保証券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　394,267千円

　　　　　　　受入保証金代用有価証券　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            718,840千円

　　　　　　　　（再担保に供する旨の同意を得たものに限る）

　　　②定期預金

　　　　　銀行取引保証のために差入れた定期預金　　　　　　　　　　　　　　　　　     70,000千円

３.関係会社に関する金銭債権債務

　　　　　短期金銭債権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      5,837千円

　　　　　短期金銭債務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   159,294千円

４．特別法上の準備金の計上を規定する法令の条項

　　　金融商品取引責任準備金　                    金融商品取引法第46条の5

「損益計算書に関する注記」

　　　　　関係会社との取引高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　営業収益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　　       36,157千円

　　　　　　　営業費用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    721,085千円

｢株主資本等変動計算書に関する注記」

　　　　　当事業年度末における発行済株式の種類及び総数

　　　　　　　　普通株式　　　　　　　　　　7,260,000株

｢税効果会計に関する注記」

　　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

　　　（繰延税金資産）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:千円）

未払事業税等否認 1,109

税務上の繰越欠損金 314,803

金融商品責任準備金 588

貸倒引当金損金算入限度超過額 4,125

賞与引当金 1,335

その他 1,409

繰延税金資産小計 323,371

評価性引当額 △ 323,371

繰延税金資産合計 －

　　　（繰延税金負債）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他有価証券評価差額金 30

繰延税金負債合計 30
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｢金融商品に関する注記｣

１．金融商品の状況に関する事項

　　（１）金融商品に対する取組方針

　　　　　　主たる事業を行うため自己資金によるほか､余剰時には信用取引の自己融資に振り向けて

　　　　　おります。

　　　　　　資金運用については、短期的な預金や貸付金による運用を行っております。

　　（２）金融商品の内容及びリスクならびにリスク管理体制

　　　　　　主に事業資金に充てるための現金･預金､法令に基づく外部金融機関に信託される顧客

　　　　　分別金信託及び区分管理信託の信託財産であり、預入先の信用リスクに晒されていますが、

　　　　　信託先はいずれも信用度の高い金融機関であります。

　　　　　　信用リスク･市場リスク及び流動性リスクを含む各種リスクについての管理体制等は社内で

　　　　　明確化すると共に､現状把握や管理方針等については､｢リスク管理規程｣において定めて

           おります。

　　（３）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

　　　　　　金融商品の時価には､市場価格に基づく時価のほか、市場価格が無い場合には、合理的

　　　　　に算定された価額が含まれております。当該価額の算定おいては、一定の前提条件等に

　　　　　よった場合、当該価額が異なることもあります。

２．金融商品の時価等に関する事項

　　　　　平成31年3月31日(当期の決算日)における貸借対照表計上額､時価およびこれらの差額に

　　　　ついては､次のとおりであります。なお､時価を把握することが極めて困難と認められるものは

　　　　次表に含めておりません。（(注2）を参照ください。）

差額

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－
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（２）預託金

（３）トレーディング商品

（４）約定見返勘定

167,100

36,084

2,017

2,259,109

3,121,504

2,259,109

2,237,252

3,121,504負債計

（7）投資有価証券

資産計

（３）受入保証金

167,100

911

700,926（５）信用取引資産

（６）短期差入保証金 2,237,252

（1）信用取引負債

700,926

（２）預り金

貸借対照表計上額 時価

777,949

365,124

777,949

365,124

（１）現金・預金

4,120,265

695,294

911

4,120,265

695,294

36,084

2,017



(注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

　資　産

　　　　（１）現金・預金(２)預託金（３）トレーディング商品（４）約定見返勘定（５）信用取引資産(6)短期差入保証金

　　　　　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

　　　　（7）投資有価証券

　　　　　　上場株式の時価は取引所の価格によっております。

　負　債

　　　　（１）信用取引負債(２)預り金（３）受入保証金

　　　　　　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

(注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は次のとおりであり、前表には含まれておりません。

(単位:千円）

非上場株式(投資有価証券）

出資金

長期差入保証金

｢関連当事者との取引に関する注記」

兄弟会社等

関連当事者

との関係

・日経225､ブラジル国債等の 54,033 未収入金 227

業務委託に関する 　　仲介手数料等の支払

契約等を締結 ・ｼｽﾃﾑ月額維持費用等の受取 3,165 未払費用 6,699

・業務委託報酬 1,200

・くりっく365、日経225､ブラジル 664,994 未収入金 5,609

業務委託に関する 　　国債等の仲介手数料等の支払

契約等を締結 ・ｼｽﾃﾑ月額維持費用 57,126 未払費用 144,061

　　等の受取

(注)  １．消費税の会計処理は税抜方式を採用しておりますが､債権債務の期末残高には消費税等が含まれております。

　     2．取引条件および取引条件の決定方針等

取引金額については、内容を勘案し､合理的に協議の上決定しております。
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　貸借対照表計上額

3,400

1,964

6,114

日本フィナンシャル

セキュリティーズ(株）

              (単位:千円）

期末残高

親会社の子会社

親会社の子会社

科目取引金額

な　し

岡藤商事(株） な　し

取引の内容
(被所有）割合

議決権等の所有
属性 会社等の名称



｢1株当たり情報に関する注記」

　　　　1株当たり純資産額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２３円５１銭　

　　　　1株当たり当期純利益金額　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　０円６９銭　
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